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「ゼロカーボンミーティングin諏訪」

行われたパネル討論

脱
炭
素
へ
地
域
連
携
在
り
方
は

鵬
域
踊
興
甲
茅
野
で
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
、
T
テ
ィ
ン
グ
」

県
諏
訪
地
域
振
興
局
は
2
5
日
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

i
n
諏
訪
」
を
茅
野
市
塚
原
の
ゆ

い
わ
ー
く
茅
野
で
開
い
た
。
自
治

体
で
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
を
担

当
す
る
部
署
の
職
員
や
環
境
問
題

に
関
心
を
寄
せ
る

市
民
な
ど
諏
訪
地

で
　
域
内
外
か
ら
計
約

7
0
人
が
参
加
。
基

調
講
演
や
パ
ネ
ル

討
論
を
通
じ
て
、

脱
炭
素
に
必
要
な

人
材
育
成
と
地
域

連
携
の
在
り
方
を

探
っ
た
。
諏
訪
地
域
で
脱

炭
素
に
向
け
た
地

域
連
携
を
積
極
的

に
行
う
機
運
を
醸

成
し
よ
う
と
昨
年

か
ら
実
施
し
て
お

り
今
回
が
2
回
目
。
茅
野
市
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
と
美
し

い
環
境
づ
く
り
諏
訪
地
域
推
進
会

議
が
共
催
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
省
エ
ネ
診
断

や
太
陽
光
発
電
の
設
置
な
ど
を
手

掛
け
る
「
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
（
飯
田
市
）
の
菅
沼
利
和
代

泰
取
締
役
（
6
9
）
＝
下
伊
那
郡
喬
木

村
＝
が
登
壇
。
同
社
が
監
修
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
〝
実
践
者
″
を

育
成
す
る
一
般
社
団
法
人
「
飯
田

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
学
」
の
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
菅
沼
さ
ん
ほ
か
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
の
平

岳
仙
さ
ん
、
大
学
生
・
大
学
院
生

3
人
を
話
者
に
「
世
代
や
立
場
を

超
え
て
共
に
考
え
る
地
域
連
携
の

あ
り
方
」
と
適
し
て
パ
ネ
ル
討
論

を
実
施
。
各
々
の
専
門
分
野
や
体

験
を
通
じ
た
知
見
を
結
集
し
、
脱

炭
素
に
向
け
た
理
想
的
な
体
制
づ

く
り
を
傾
索
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
う
ち
、
京
都
大

域
的
に
波
及
す
る
威
炭
素
ド
ミ

ノ
」
現
象
の
発
生
が
予
期
さ
れ
る

と
い
う
。
横
山
さ
ん
は
「
今
後
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
は
諏
訪
が
先

行
地
域
に
選
ば
れ
る
可
能
性
も
あ

る
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

（
平
岡
大
輝
）

島
安
人
さ
ん
、
シ
ビ
ッ
ク
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
ス
ナ
バ
の
岩
佐

学
大
学
院
で
地
球
環
境
学
を
専
攻

し
な
が
ら
、
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
（
岡

谷
市
）
で
業
務
委
託
を
受
け
る
横

山
椋
大
さ
ん
（
2
4
）
＝
下
諏
訪
町
＝

は
、
諏
訪
6
市
町
村
の
人
手
不
足

を
指
摘
し
た
上
で
、
地
域
の
企
業

・
自
治
体
間
で
の
「
脱
炭
素
人

材
」
の
共
有
を
提
案
し
た
。

は
か
に
も
国
の
推
進
す
る
「
地

域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
お

け
る
序
盤
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
。

優
れ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
1
0

0
カ
所
以
上
の
自
治
体
を
2
0
3

0
年
ま
で
に
「
脱
炭
素
先
行
地

域
」
に
定
め
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

す
る
こ
と
で
、
同
様
の
活
動
が
広


